
雨よけハ ウスにおける改良型深耕機の利用

(農試技術部 ・環境部)

背景 とね らい

雨よけハ ウスにおいては、根圏の拡大 ・耕盤破砕を目的 とした深耕の必要性が言われて

いるところであるが、 ト ラクタ装着型の深耕機械では車高等の関係で、屋根部分が低いハ

ウスの左右両サイ ド間近 までは、深耕が難 しいのが現状であった。

そのため、平成 o年 度か ら中山問地域農業機械整備促進事業 によリハ ウスの左右両サイ

ド間近 まで深耕可能な機械の開発改良を行 った。今回、雨よけほうれんそ うハ ウスにおけ

る性能等 について検討 した結果、知見を得たので指導上の参考に供す る。

2 技 術内容

(1 )機 械の改良内容及び性能

ア S社 トラクタ装着型深耕機 (機種 :T R - 4 0 9

P S程 度)を トラクタの右側に最大 40c m移 動 さ

るように改良を加えた機械で、 このことによリハウ

能である。 (表 1、 図 1)

イ こ の機械を使用 した場合の最大耕深は40c m、

場合の la当 たりの作業能率は約 26分 である。

( 2 )深 耕の効果

ア 下 層 まで混層 されることにより、耕盤の消滅、気相の増加、級密度の低下、透水性の

改良、易有効水分孔隙の増加など、土壌物理性が改良 される。 (表 2、 表 3 )

イ 混 層 された全層で土壌水分が保持 される。

ウ 深 耕 1年 経過後 も、土壌物理性の改善効果が認められる。 (表 2 )

3  指 導上の留意事項

( 1 )適 用圃場条件について

本機の使用は礫の少ない圃場に限定 し、深耕機を破損す るおそれがある園場では使用

しない。

4  試 験成績概要

表 1  改 良深耕機の主要諸元

メ ー カ ー S 社 オ フ セ ッ ト量 ( c m ) 20, 40

機

全

全

全

重

長  (mm)

Ⅲ目  (ntl)

高 (mm)

TR-4090 最大耕深 (cm)

1,650 作業幅 (cm)

1,500 作業速度 (km/h) 1 0 . 2 ～1 . 0

1,100 装着方法 t 3P直装

適応トラクタ出力 (Kw) 18-28*

0、 適応 トラクタ馬力 : 2 4～ 3 8

せて (オフセ ッ トさせて)装 着で き

スの左右両サイ ド付近 まで深耕が可

作業幅は 9 0 c mで あ り、全耕 した

種

-56戸

*ト ラクタは微速付 きのものに限 る。

量  ( k g ) 290



注 )

改 良

残耕部分が多い

<雨 よけハ ウス>

図 1  深 耕機 ( T R - 4 0 9 0 )の改良模式図

< 雨 よけハ ウス>

1 .表中の数値は、 S R一 工型による円錐貫入抵抗値。

2 .深耕は平成5年9月2 2日に実施 した。 3 .供 試土壊は褐色低地上 (転換畑 )。

4 .深耕後～翌年1年経過後 まで、ほうれんそうを5作栽培 した。

土壌物理性表 3

無
処
理

深
耕

注) 1 .深 耕を実施 した後、ほうれんそう

5年1 1月1 7日に調査 した結果である。

を1作栽培 した跡地 (ロータリー耕起後)に ついて平成

2 .供 試圃場 ・土壌は、表 2と 同 じ。

一-57-―

[

改良オフセット型

深 耕  機

表 2 土 壌硬度

深 さ
C m

深 耕前
kgf/cmみ

深耕後
kttf/cm2

1作 後 てk  t t f / c納
無 処 理 1深 耕 区

翠 年 8ヶ 月経 過
無 処 理 t深 耕 区

翌 年 1 年 経 過

無処理 t深耕区
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